
288 大 島 康 義,石 井 稔,馮 全 裕 [農化 第16巻

壹灣 産 植 物 タ ン ニ ン の 化 學 的 研 究(第5報).

相思樹 々皮 よタンニンエキスの製造 に關す る研究 其 一

農學博士 大島 康義,石 井 稔,馮 全 裕

(壹 北 帝 國 大 學 理 農學 部)

昭和15年3月19日 受 理

緒 言

相思樹 々皮の タンニン含量 及其の性質 に就 ては既 に第1,(1)2(2)報に述 べた り.現 在壹灣 に於 て多

量 に得 らるるタ ンニン材料 と しては この相思樹以外他 にな きを以て之が利 用の効果 を學 ぐる ことは

重要 なる問 題な り.

相思樹 々皮の如 く比較的含量高か らざるもの を原料 と してエキスを製造せん とす る時 は抽 出槽の

容積大 とな り而 も抽出液 は濃度低 く液量大とな る憾 あ の.依 つて先づ樹皮 より各種の方法 を以て タ

ンニンを抽 出す る研究 をなせ り.此 にはその内の水及び各濃度の酒精 に よる抽 出の結果 を報告せん

とす.

抽 出 の 温 度

材料に より抽出の適温〓抽出量最高なる温度は異 るものな り.相 思樹乾皮 にっ きこの點 を明にせ

ん せ り。〓ち日乾皮約109を と り水250cc宛3囘 抽出 を行ひ 各摘 出液 につ き國際 公定法に よる

タンニンを定量せ り.材 料乾皮は水分11.90%,可 溶性固 形分11.14%,非 タンニン5.44%,タ ンニン

5.70%な り.抽 出温度 を40°,60°,80°,100° にて行 へる結 果は次 の如 し.試 料100g中 の抽 出さ

れた る量(g)を 以て表す 。

この結果 によれば抽出の適温 は80° な り.こ の條件の下にて3囘 の抽 出に 於け るタ ンニン非 タ ン
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ニンの抽出の分布 をみ るに次 の如 し.

抽出された量に對 亡して各囘の割合(88) との結果によれば非 タンニ ン

は第1囘 目に多 く抽 出され,漸 次

減少 しタンニン封非 タ ンニンの

割 合は増加す.こ の場合に於て

は抽 出を繰返 しタ ンニンの抽出

量増ぜば從つてタ ンニ ン對非 タ

ンニ ンの割 合も増加 しエキスの質 は向上 さるるわけなるが,一 方抽 出液 を多量 に要す ることとなる。

酒精による抽 出の研究

A) 材料乾樹皮の場合

乾樹皮100gを 抽出液400cc宛 を用ひ2時 間宛3囘 抽 出せ り.抽 出液 は酒精95, 80, 60, 40,の 各

材料乾樹皮の分析結果

上記の各抽出液の分析結果次の如 し.

%の 濃度の もの及び水 を用ひ,

温度は80°,60°40° にて行 ひ

た り.抽 出液 は3囘 分 を合 し

Lowentha1(3)の 膠法に よ りタン

ニンを定量せ り.

左の結果 を見るに酒精の濃度

及水 に よ り抽 出状態甚だ異 るを

見たり.特 に水にて抽出定量せ

る結果に比 し100%を 越 えるも

のあ り.之 は恐 らく原料 中にて

水にては抽出 され ざる形態 にて

存在せる結合 タンニンの存在を

暗示 するものな り.Lloyd, Hub

ner等(5)は 植 物體 内 には水に

て抽出 し得す40%ア セ トンに

て抽 出可能なる タンニンの存在

を指摘 し之は他の コロイ ドと結

合せ る ものな りと推 定 して ゐ

る.相 思樹 々皮特に乾皮の場合

に於ては水にて袖 出されす40～60%の 酒精 にて抽 出され るタ ンニンが相當量あり と見 らるる。

酒精 の濃度は40%の もの最 も抽出 よく,温 度 は60～80° の もの最 も抽出量 多 し.

抽出液の濃度 をみるに水の場 合に於 て0.7%, 40%酒 精にて約1.7%な り.水 の抽出に於ては全

ク ンニンの83%な るも,な ほ抽 出を繰返 せば抽 出量は上 る ものと思はるるが抽 出液の濃度は恐 ら

く甚 しき低下 を免 れざるべ し.

か くの如 く水にて抽出 し得 ざる もの あ りとせば 原料 中の全 タ ンニンの定量法に於ては水の抽 出液
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につき行ふ もの故この點吟味 を

要すべ し.仍 て50%酒 精 を以

て抽出 し酒精 を減壓下に去 り生

じたる沈澱を濾過せる後常法の

如 く定量 を行ひた り.

前述の水にて抽出定量せる結 果と比較するに次の如 し.

この結果 をみ るに50酒 精に

よ り非 タ ンニ ンの増加はな く,

タ ンニンのみ約4%近 くも増加

す.

エ キス製造 に於 てはタ ンニン

の抽 出量多 く,抽 出液の濃度高 く非 タンニンの抽 出少きことを必要 とす.相 思樹の乾樹皮 を抽出 す

るに50%酒 精 を以てすることは少 くともしの顯 に關 してのみは利點 あるもの と考へ らる.

B) 材料 生樹皮の場合

田崎氏CPUの研究bzよ れば相思樹 タンニンエキ スの原料 と して は,可 成生樹皮若 くは半乾皮 を使用

す るが得策 な りとせ られた の.仍 て生樹皮を原料 と し,乾 皮同様 の實驗 を行ひた る結果次の如 し.

原料生樹皮の分析結果

この結果 をみるに乾樹皮の場合 と異 り50%酒 精 を以て抽出せば タンニンの 量に攣 化な く非 タン

ニンのみ抽出増 加 さる。生樹 皮に於 ては植物體 内に於けるタ ンニンの状 態 は全部水 にで抽 出 し得 る

状態に在 る如 し.乾 燥 中状態の攣 化に より前項の如 き結果 を來す もの の如 し。然れ ども 一定量の水

量 を以て抽 出する場合 は自ら異 る所 あるべ しと考 へ,乾 樹皮 と同様 の抽 出試驗 を行へh.〓 原料生

樹皮100g(水 分63.3)に 水或は80, 60, 40%の 酒精 を400cc宛 加へ2時 間宛80, 60, 40° に各3

囘宛抽 出を行 ひ,抽 出液 は各別にLowenthal法 に よリタンエンを定 量せ り,其 の結果は次 の如 し.
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この結果 によれば生樹皮中の タンニンは水 よりも酒精の方はるかに抽出が容易 なり.抽 出に最 も

よきは60%酒 精 に して,温 度は80° な り.こ の場合に於 ては100gの 生樹皮に封 し400cc宛3囘

にて殆ん ど全部 を抽 出 し得 らる.生 樹皮は水にては抽 出容易な らす,かゝ る水量及囘 数 を以て して

は40%に 過 ぎす.

3 囘抽出に於けるタンニ ンの抽 出量の分布 をみるに次の如 し.

〓60%酒 精 にては第一囘の抽 出量多 く容易 に全 量 を抽 出 し得 る も,水 にては抽出に相當の囘数

を要す ることを推 し得 る。坊て この塲 合 に於て も全タ ンニンを多量 の水 を以てすれば く盡抽 出 し得

るに して も,エ キス製造の觀點 よりすれば乾樹皮の場合 と同様に40～60%酒 精 を以てすることは

利點 ある もの と考へ らる.

50%酒 精抽出によるエキスの試製

材料 は粗 に粉碎 せ る乾樹皮に して水分11.70%可 溶性固形分15.,45%,非 タ ンニン6.8)%,タ ン

エン8.65%な り.但50%酒 精抽出に より定 量せ る結果 は非 タンニン6.86%,タ ンニン13.92%

な り。試料lkgに 封 し50%酒 精4Lを 加へ70～75° に於て3時 間加熱1民抽 出液 をと り更に同様 に

第2,第3囘 目の抽 出をなせり.抽 出液 は合 し酒精 を囘牧 し此の際生す る沈澱 を壓濾 し濾液 を減壓

下に濃縮 し固形 エキスとなせ り.

同様の實驗 を3囘 行へ り.そ の

結 果左の如 し.

この結果によればエ キスの牧

量 よくタ ンニンの含量 も比較的

高 く,タ ンニン封 非タンニンの

割合 亀高 し.之 等の量,質 の問

題は何 れ も良好 なる結 果を得た

れ ども,只 實際問題と しては酒

精の囘牧 に して,こ の點 なほ研

究を要すべし.

要 約

相思樹乾 皮の抽出適温は80° なり.
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抽 出 を繰 返 し行 ふ塲 合に は 第1囘 目 に は 非 タ ンニ ン多 く漸次 に タ ン ニ ン對 非 タ ン ニ ンの 割 合 は増

加 す.

各 極 濃 度 の酒 精 の 抽 出 の 結 果40～60%の 酒 精 最 も抽 出 容 易 に して,こ の 場 合 の 適 温 は 乾 樹 皮 に

て は60～80°,生 樹 皮 に て80。 は な り.

乾 樹 皮 中 に は 水 に て 抽出 し得 られ す40～60%酒 精 に て 抽 出 せ ら る る タ ン ニ ン存 在 す る が 如 し。

生 樹 皮 に 於 て は然 か らす.

50%酒 精 を以 て 抽 出 エ キ ス の 試 製 を な せ る に 量 質 共 に相 當 な る好 結 果 を得 た り .
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